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 要  旨 
自動車の普及に伴い，交通渋滞の増加や排気ガスによる環境汚染など自動車の普及前にはなか
った問題が発生している．それらの問題を解決するために新しい道路の敷設，青信号の時間の調
節などの方策が取られている．それらの方策を効率的に進めるためには交通流量を調査する必要
があり，現状は人間の手で決められた時間，調査地点で車両 1台 1台を数えている． 
高度道路交通システム(Intelligent Transport Systems; ITS)の研究の 1分野として，単眼の固定
カメラを用いた道路交通流量の把握が挙げられる．単眼の固定カメラを用いる事で，すでに道路
上に多数設置されているカメラを使用する事ができる．道路交通流量を計測する事で，事故の検
出や違反車両の検出，目的地への到達時間予測，信号機との連動による局所的に発生した渋滞の
緩和などのシステムへの応用が期待される．そこで，本研究は昼間に単眼の固定カメラで撮影さ
れた道路交通流の動画像上から車両を検出，追跡する事を目的とする． 
単眼の固定カメラを用いて道路交通流の計測を行う際，天候や時間，季節の推移による照明条
件などの環境変化が車両の検出を困難にする．さらに，動画像上で複数台の車両が重なって見え
た場合でも車両１台１台を検出する必要がある．また，様々な道路環境下で車両領域の検出，追
跡処理を行うためには，カメラと道路の位置関係に特化した情報を用いるのは好ましくない．以
上の各問題に対処する必要があるが，単眼の固定カメラを用いた従来の研究では，照明条件が変
化した場合や停車車両が撮影された場合に対する対処が十分ではなかった． 
本研究では，ある画素の輝度値とその近傍画素の輝度値の標準偏差のそれぞれの背景差分を用
いて前景領域（車両が撮影された画素から成る領域）を抽出する．その際，照明条件の変化が処
理を難しくするが，画素の分類結果と Kalman Filter を組み合わせた方法で道路面や道路標示，
道路周辺の構造物が示す輝度値等を逐次推定する事で対処する．見かけ上車両が重なっていた場
合，１つの前景領域内に複数の車両が存在する事がある．車両１台１台の領域を定めるために，
前景領域内の特徴点群を抽出，追跡し，それらを Normalized Cuts で分割する．そして，車両領
域をフレーム間で対応付ける事で，追跡を行う． 
提案手法の有効性を示すため，道路環境の異なる３種類の実動画像系列に対して，車両領域の
検出，追跡処理を行った．実験結果により，道路環境の違いによらず多くの車両を検出，追跡で
きる事を示した． 
 
